
　　　・医療機関 1 (6.3%)

　　　・介護機関 10 (62.5%)

　　　・教育機関 0 (0.0%)

　　　・その他 5 (31.3%)

合計 16 (100.0%)

２．　今回の研修はいかがでしたか？

　　　・よかった 15 (93.8%)

　　　・どちらともいえない 1 (6.3%)

　　　・よくなかった 0 (0.0%)

　　　・無回答 0 (0.0%)

合計 16 (100.0%)

３．　参加いただいた方々の職種・人数をお聞かせください。（複数回答可）

　　　・医師 0 (0.0%)

　　　・歯科医師 0 (0.0%)

　　　・薬剤師 0 (0.0%)

　　　・保健師 1 (4.8%)

　　　・看護師 1 (4.8%)

　　　・ケアマネジャー 11 (52.4%)

　　　・相談員 0 (0.0%)

　　　・介護職員 3 (14.3%)

　　　・歯科衛生士 0 (0.0%)

　　　・栄養士 0 (0.0%)

　　　・リハビリスタッフ 0 (0.0%)

　　　・柔道整復師 0 (0.0%)

　　　・鍼灸師・マッサージ師 0 (0.0%)

　　　・福祉用具関連 0 (0.0%)

　　　・事務員 1 (4.8%)

　　　・教員 0 (0.0%)

　　　・学生 0 (0.0%)

　　　・その他 4 (19.0%)

　合計 21 (100.0%)

 令和６年度　ほくと・ななえ 医療・介護連携多職種研修会（動画研修）

「令和５年度　函館市医療・介護連携『急変時対応研修会』」動画公開

アンケート集計結果

ｎ＝16 （回収率38.1 ％）

１．　所属機関をお聞かせください。（複数回答可）

【北斗市・七飯町】

閲覧件数　42件

　法人代表1名・社会福祉士 2名・精神保健福祉士1名



　【ご意見等】

・

・

・

・

４．　研修会の希望について

【その他】

＜看護師＞

・

＜ケアマネジャー＞

・

【介護機関】

＜ケアマネジャー＞

【その他】

＜ケアマネジャー＞

ご協力ありがとうございました。

実際に2月参加しておりました。
フィードバックになり、研修が動画に残っているのは良いと思いました。

　*多数同意見あり，まとめて掲載しております。

高齢者虐待について。

高齢者に関わらず、急な体調変化は誰にでも起こりうること為、前もって“こういう時はこうする”等の話をしておくことの重要性
が良く分かった。まずは自分の家族と話しておきたいと思う。

＜看護師＞

救急隊員の使命があり、困っている現状、スムーズに対応できている仕組みなどの説明が理解できた。また、救急の医師の現
状でそれぞれの立場で頑張っているが、曖昧な部分もあり歯がゆい所も感じられた。

＜法人代表＞

普段は介護現場での視点で考えることが多いですが、救急隊、救急病院の立場によっての視点のい違いの一端が理解でき
勉強になりました。職場での課題をまだまだ整理できると思い知らされました。

それぞれの立場で困っている事、それをどうやって対応しているのかなど知りたい。


